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豚繁殖・呼吸障害症候群(以下、 PRRS)は、 PRRS
ウイルス感染による育成・肥育豚の呼吸器症や母豚に

流死産などの繁殖障害を主徴とする海外でも重要視

されている伝染性疾病である。

県内では過去に 2005 年～ 2006 年、 2008 年～
2009 年に流行が見られており、今回は 3 年ぶりの流
行となる。

今回は、これまでの流行を含め、 PRRS 流行株の分
子系統樹解析による疫学的相違などについて分析し

たので、その概要を報告する。

図 1 豚繁殖・呼吸障害症候群（ PRRS ）

PRRS ウイルスは、アルテリウイルス科アルテリウイル
ス属のレリスタッドウイルスに分類され、エンベロープを

有する 1 本鎖 RNA ウイルスで、家畜伝染病予防法で
届出伝染病に指定されている。

PRRS の主な臨床症状は、妊娠後期の流死産や育
成・肥育豚などの呼吸障害や虚弱などがある。（図 1 ）
【発生概要および経過】

2011年 12月から 2012年 5月にかけ、県内の養豚
場 7 戸で母豚の流死産や哺乳・育成期における事故
率上昇を主とする病性鑑定事例があった。

また、 2005 年～ 2006 年、さらには 2008 年～ 2009
年において、本島内全域で PRRS ウイルスがかかわる
母豚の流死産や子豚の呼吸症状を主とした発生があ

った。（表 1 ）
表 1 発生概要

【材料と方法】

これまでの病性鑑定で得られた病豚の臓器や血清

など（ 2005 ～ 2006 年 8 戸・ 16 検体、 2008 ～ 2009
年 12 戸・ 13 検体、 2011 ～ 2012 年 7 戸・ 15 検体、
計 27 戸・ 44 検体）を供試材料とし、遺伝子検査や
MARC145細胞にょるウイルス分離を実施した。
なお、遺伝子検査陽性検体については、 ORF5 プ

ライム領域における遺伝子解析を動物衛生研究所に

依頼し行った。

また、病理組織検査及び PRRS ウイルスの免疫組
織化学的染色も実施した。（表 2 ）

表 2 材料と方法



【結果】

遺伝子検査や病理検査等の結果、 RT-PCR 陽性
のうち、免疫組織化学的染色で陽性となった事例を

PRRS と診断し、 RT-PCR 検査は陽性だが免疫組織
化学的染色が陰性となった事例を疑いとした。（表 3 ）

表 3 結果 1

PCR 産物による分子系統樹解析の結果、国内では
クラスター 1 からクラスター 5 まである中、 2005 年～
2009 年の流行株の大部分は、国内分離株とは異なる
独自のグループに分類された。

また、今回の流行株は、最近本州で確認されたクラ

スターⅣに属する株と近縁で、 2005 年～ 2009 年の
流行株とは遠縁であった。

さらに、 2005 年～ 2009 年の流行株の中には、
2011 年～ 2012 年の流行株が 2 株含まれており、一
方、 2011 年～ 2012 年の流行株の中に、 2005 年～
2009年の流行株が 1株含まれていた。（図 2 ・ 3 ・ 4 ）

図 2 結果 2

図 3 系統樹拡大（ 2005年～ 2009年の流行）

図 4 系統樹拡大（ 2011年～ 2012年の流行）

【まとめと考察】

これまでの流行時おける稟告や系統樹解析から、

農場への新たな PRRS ウイルス野外株の侵入したこと
が起因となり流行が起きたと考えた。さらに、県内には

主に 2 つの PRRS ウイルス野外株が存在しており、
2005 年～ 2009 年の流行では、今回得られた既存の
クラスターに分類されない沖縄独自の系統である

PRRS ウイルス野外株が優勢となったのが原因となり、
2011 年～ 2012 年の流行は、過去に得られたクラスタ
ーⅣに近縁な PRRS ウイルス野外株が優勢となったこ
とが原因と考えられた。

これらの背景として、平成元年から本県独自に実施

しているオーエスキー病侵入防止対策による種豚等の

県外導入自粛が考えられる。さらには、農家によって

PRRS ワクチンの使用を途中で中止していた事例も多
くあることなどから、農場全体の PRRS ウイルスに対す
る抗体価の低下や陰性豚の割合が増加していく中で、

少数だが沖縄本島にすでに存在していた PRRS ウイ



ルス野外株が新たに感染したことで再度流行が起きた

ものと考えられた。

また、今回の PRRS ウイルス流行野外株とワクチン
類似株では分子系統樹で遠縁にあることから、 100%
のワクチン効果を発揮することは難しいものと思われ

た。（表 4 ・ 5 ）
表 4 まとめ

表 5 考察

【今後の取り組み】

今後は、 PRRS ウイルスの継続調査や農家・家畜保
健衛生所・開業獣医師等の連携による、それぞれの農

家にあった外部導入に伴う馴致及び PRRS ワクチンの
活用などに関する取り組みが、 PRRS 対策として重要
になっていくものと思われる。（表 6 ）

表 6 今後の取り組み
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